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は原文が優先されます。また、MVF の公式ウェブサイトは今後、内容が更新されることがありま

すので、ご留意ください。 

 
米国司法省没収資産分配プログラム 

マドフ救済基金（MVF） 
被害者を救済し、人生を取り戻す 

RCB ファンドサービシズ・エルエルシーにより管理されている救済基金 

 

 
42,000 件以上の承認された申請、 

125 ヶ国、39,494 件のマドフ詐欺被害者への支払い 

世界中のマドフ詐欺被害者への支援 

 
MVF により 

救済される詐欺被害者 

最低基準回収率 支払総額 残余資金 

39,494 件 81.35% 37 億 6,200 万ドル 2 億 8,800 万ドル 

                                 2021 年 9 月時点 

 

マドフ救済基金 
2021 年 9 月 更新 

 

マドフ救済基金は、第 7 回目の支払いを開始します。 
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“MVF はマドフ関連証券によるマドフ詐欺被害者 30,539 件に対し、総額 5 億 6,864 万

8,065 ドルを新たに分配することを発表します。今回の分配は、被害者の数で見るとこれ

までで最大規模となります。ドルベースでは 3 番目に大きな分配額となります。しかし、

いずれにしても、今回の分配は、マドフ関連証券の被害者の生活再建を支援し、被害者の

ためにこれまでに達成された中で最も広範かつ最大規模の回復を実現するという MVF の

使命を果たすための大きな一歩となります。 

第 7 回目の支払いが特別なのは、3,846 件の被害者に 4 億 9,200 万ドルを超える「キャッチ

アップ」の支払いを行うからです。この被害者の中には、新たに承認された請求もあれば、

過去に追加的回収金の問題に関して支払いを保留されていた数千件の被害者も含まれてい

ます。これらの被害者の方々を他の被害者と同じレベルまで回復させることができ、大変

嬉しく思っています。 

MVF は現在、39,494 件の被害者に 37 億 6,200 万ドル（資金の 93％弱）を支払っています。

私たちは、今日の 81.35%の回収を達成し、世界中の何万もの世帯に届くように懸命に努力

してきました。” 

リチャード C. ブリーデン 

 マドフ救済基金 特別管財人 

 

30,539 件の詐欺被害者へ 5 億 6,860 万ドルを支払う－これは MVF からの一回の支払いに

おける最大の被害者数 

MVF は最初の分配を行って以来、第 7 回目となる分配において、マドフ詐欺被害者 30,539

件に 5 億 6,865 万ドルを支払います。支払いを受領する被害者数において、第 7 回目の支

払いはこれまでで最大規模となります。米国司法省（以下、「司法省」といいます。）は、

すべての源泉からの回収率を 81.35％に引き上げることを承認し、2020 年末の第 6 回目の

回収率から 1.3％上昇しています。MVF は現在、39,494 件の被害者に対して一回以上の支

払いを行っており、累積支払総額は 37 億 6,212 万 4,240 ドルとなり、MVF の利用可能資

金の約 93％に相当します。 

 

MVF は、米国政府が没収した資金をマドフ詐欺被害者に分配するために 2013 年に設立さ

れました。2014 年に MVF への最初の被害申請が提出されて以来、司法省はマドフ被害者

からの 42,618 件の申請を承認しました。このプロセスの一環として、MVF は 65,000 件以

上の初回申請を検証し、適格性を判断し損失額を算出しました。そのため、MVF は 1,200

社以上の投資会社や仲介者を通じてマドフ関連証券に投入された数十億ドルの投資家の資

金を特定し、資金を失った最終的な被害者にさかのぼる必要がありました。 

実際、多くの場合、間接的な投資家からの資金はマドフ関連証券に到達するまでに 3 つ以

上の異なる金融仲介機関を経由していました。MVF による分析作業により MVF はマドフ

の被害者を特定し、正確にその損失を計算することができ、フィーダーファンドやその他
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の金融仲介機関を通さずに被害者へ直接支払うことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

30,539 件の被害者が第 7 回目の小切手を受領します。これは MVF からの一回の支払いに

参加する最大の被害者数となるでしょう。21,530 件の被害者が支払いを受領すると、MVF

からの最初の分配以来、支払いを受領した参加者の数は 40％以上増加します。 

 

現在、MVF による 39,494 件の被害者に対する直接の現金支払いは 37 億 6,200 万ドル

以上です。 
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保留中の投資ビークルの解決 

MVF は、司法省の指示の下、数年にわたって、特定の投資ビークルを通じて投資した被害

者が、そのビークルを通じて彼らが受領する可能性のある追加的回収金を明らかにするこ

とができなかったために支払いを保留してきました。これらの保留により、最終的に他の

源泉から追加的な回収金を受け取った場合に起こったかもしれない、重複または過剰な支

払いを防ぐことができました。当初、21 件の保留中の投資ビークル（以下、「保留中のビー

クル」といいます。）がありましたが、2020 年末には下の図で示すようにわずか 7 件にな

りました。 

 
ここ数ヵ月、司法省は MVF が最終的な支払いへ進む中で、保留中のビークルの申請者の利

益と他の全ての申請者の利益とのバランスを図るために、いくつかの異なるアプローチを

用いて残りの保留中のビークルを解決しました。さらに、司法省は複数の複雑な申請およ
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び再考請求（以下、「RFR」といいます。）に決定を下しました。これらの措置により、MVF

は第 7 回目の支払いの一環として、4 億 9,230 万ドルのキャッチアップの支払いを行うこと

ができました。同様に重要なことは、これらの決定が MVF による最終的な支払いのための

準備を整えるのに大いに役立ったことです。 

 

第 7 回目の支払いに利用可能な MVF の資産および支払予定の留保金 

 

第 7 回目の支払いが完了することで、MVF は被害者への補償という使命を果たすために非

常に大きな一歩を踏み出します。しかしながら、完了すべき数百件の申請書と RFR がまだ

残っています。また、MVF は最近承認を受けた申請者および以前に定期的な更新を行った

申請者から、追加的回収金の更新状況を入手しなければなりません。これらの問題を解決

することで、適格な被害者の損失の合計額が若干変わる可能性があります。また、キャッ

チアップの支払いに充てられる資金の割合は支払いごとに異なり、今後も変更される可能

性があります。このような規模の救済手続きでは、最終的な支払いの詳細は全ての未解決

の RFR および残りの全ての問題を解決することにかかっています。 

 

追加的回収金情報の更新 

全ての被害者は定期的に MVF に追加的回収金情報の更新を提供しなければなりません。 

必要な情報を提出するために以下のボタンをクリックするだけで簡単にできます。各分配

の前に、適格な全ての被害者は以下のいずれかについて証明しなければなりません。 

1）他の源泉からの回収金は受け取っていないこと、2）以前 MVF に報告して以来、新た

な回収金は受け取っていないこと、または 3）一定額の新たな回収金を受け取ったこと。 

上記のケースのいずれでも、被害者は偽証すれば米国法の下での偽証罪に問われることが

あることを確認した上で、これらの更新情報の正確さを証明しなければなりません。更新
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プロセスはとても簡単で、それにより、MVF において各被害者への正しい支払い額を計算

いたします。 

 

もしあなたが 2021 年 3 月 1 日以降、追加的な回収金情報を更新していないならば、我々

があなたからの更新情報を受け取るまでは第 7 回目の小切手を受け取ることはできないで

しょう。もし更新情報を提供するにあたって問題があるならば、我々にすぐに連絡をして

ください。これは我々が各分配の前に行う同じプロセスであり、全ての被害者にとって支

払いを公正にするものです。 

 

偽証すれば米国法の下での偽証罪に問われることがあることを確認した上で提出したあな 

たの当初の申請が、追加的回収金情報を更新しない場合には不完全となってしまうことを 

どうぞ忘れないでください。もし、あなたが追加的回収金を受け取っていないと偽って証 

明した場合には、米国法の下、偽証したとみなされる可能性があります。 

 

どうか、追加的回収金に関する報告を完全に、正確に行ってください！  

 

 

将来を見据えて 

第 7 回目の支払いは、新型コロナウイルス（Covid-19）という悲劇的なパンデミックの中

で達成した 3 度目の支払いとなりました。我々スタッフは多くの新たな手順やプロセスに

挑戦しました。しかしながら、我々は最も多くの被害者に最大の回復をもたらすことに引

き続き取り組みます。我々の仕事は、全ての利用可能資金が被害者へ支払われるまで終わ

りません。今後も我々の進捗状況についてお伝えしていきます。 

 

敬白 

 

リチャード C. ブリーデン 

 マドフ救済基金 特別管財人 

 

MVF からの第 7 回目の分配に関する米国司法省のプレスリリースを閲覧される方はこちら

をクリックしてください。 


